
美
濃
焼
を
生
産
し
て
い
た
各
町
で
は
、
そ
の
地

に
焼
物
の
生
産
を
伝
え
た
人
物
を
「
陶
祖
」
と
し
、

陶
祖
か
ら
続
く
陶
器
生
産
の
歴
史
を
記
念
し
、
陶

祖
碑
を
製
作
し
、
代
々
、
陶
祖
祭
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

回
紹
介
す
る
下
石
町
で
は
、
毎
年
４
月
に
陶

祖
祭
を
行
っ
て
お
り
、
陶
祖
に
よ
る
開
窯
年
代
は

不
明
瞭
で
は
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
１
年
４
月
を

開
窯
４
０
０
年
の
節
目
と
し
、
陶
祖
４
０
０
年
祭

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
下
石
町
の
陶
祖
に
つ
い

て
は
大
正
時
代
の
史
料
に
お
い
て
、
定
林
寺
村
の

加
藤
庄
三
郎
氏
家
が
下
石
村
の
林
清
兵
衛
吉
重
の

娘
を
妻
と
し
、
元
和
年
間（
１
６
１
５
　

︱　
１
６
２

４
）
に
加
藤
家
世
襲
の
窯
株
＊
を
用
い
て
下
石
村

の
烏
帽
子
形
桜
个
根
で
窯
業
生
産
を
始
め
た
と
あ

り
ま
す
。（
＊
江
戸
時
代
窯
を
築
く
に
は
窯
株
が

必
要
で
し
た
）
定
林
寺
村
か
ら
下
石
村
へ
窯
株
が

移
動
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
江
戸
時
代

中
期
頃
の
史
料
で
は
あ
り
ま
す
が
根
拠
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
窯
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
清
水

地
区
の
丘
陵
に
桜
个
根
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
り
、

そ
の
周
辺
で
江
戸
時
代
の
陶
片
が
多
数
採
集
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
の
辺
り
に
窯
が
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
開
窯
時
期
に
つ
い
て
は
、
採
集
資

料
に
17
世
紀
前
期
頃
の
鉄
絵
皿（
写
真
１
）が
少
量

あ
る
た
め
、
お
お
よ
そ
の
年
代
も
史
料
と
合
致
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
絵
皿（
写
真
２
）は
定
林
寺

村
で
量
産
さ
れ
て
い
る
器
種
で
あ
る
こ
と
や
、
定

林
寺
村
の
窯
業
生
産
が
17
世
紀
前
期
以
降
ほ
ぼ
途

絶
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
林
寺
村
か
ら
の
陶
工

の
移
動
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
移
動
の

理
由
に
は
、
陶
土
の
枯
渇
や
領
主
に
よ
る
陶
工
の

誘
致
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
陶
祖
は
第
15
代
と
な
り
、
初
代
氏
家
が
開

窯
し
て
以
降
、
下
石
町
で
の
窯
業
生
産
の
火
は
途

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
開
窯
４
０
０

年
と
い
う
契
機
に
い
ま
一
度
初
代
陶
祖
や
下
石
の

窯
業
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
事
実
を
陶
祖
祭
を

通
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

う
ち
ん
た
ぁ
の
お
宝
、
な
ん
や
ね
？

第
４
回　
下
石
町
の
陶
祖

第１展示室『現代茶陶展のあゆみ』・第２展示室『元屋敷陶器窯跡出土品展』
６月20日まで同時開催中！

下石陶磁器工業協同組合敷地内に
ある陶祖碑
（提供：下石陶磁器工業協同組合）

裏山にある陶祖の墓
（提供：下石陶磁器工業協同組合）

写真２　定林寺村で造られた鉄絵皿
　　　　（土岐市美濃陶磁歴史館蔵）

写真１
桜ヶ根窯の開窯期
に近い鉄絵皿
　（個人蔵）
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美
濃
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磁
歴
史
館
だ
よ
り

美
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歴
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